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研究成果の概要（和文）：注意欠如・多動症（以下ADHDと略）の症状・行動様式の客観的な評価系を確立するこ
とを目的に、視線計測装置Gazefinderを用いて不注意症状と関連する視線指標を開発し、視線指標の、ADHDおよ
び不注意症状への関連を検討した。平成27年10月～30年2月に浜松医科大学で募集した5～17歳の被検者のうち、
一定の基準を満たす159名を解析対象としたところ、不注意症状に特異的に相関する指標が複数見出された。ま
た、これらの指標は診断指標とも関連を示した。ADHD診断補助システムの開発につなげることが可能な知見と考
えられた。

研究成果の概要（英文）：To establish measurement of symptoms and behavioural traits of attention 
deficit hyperactive disorder (ADHD), we developed objective indices associated with inattention 
symptoms and investigated specificity of the indices with ADHD diagnosis and inattetion symptoms of 
ADHD. We enrolled 159 individuals with age of 5 through 17 years between October 2015 and February 
2018. We successfully found such diagnosis- and symptom-specific indices; the conclusion is that the
 findings can be a basis for establishing objective diagnosis for ADHD. 

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 
今日の教育現場で問題となる「教えにくい
子どもたち」の中に発達障害の子どもが少な
くないことはよく知られているが（文部科学
省、2014）、自閉症スペクトラムと比較して
注意欠如・多動症、とくに多動性や衝動性が
目立たない不注意を主徴とする子どもがこ
の中に数多く含まれていることはあまり知
られていない。不注意優勢型の子どもたちは
その認知機能特性ゆえの不注意症状がある
にもかかわらず「勉強に身が入りにくい子」
という心象をもたれることが多いという（田
中，2012）。それゆえに二次障害を発生する
ことも少なくない。ここに、学業が本格化す
る前の小学校低学年までに不注意症状をス
クリーニングしておく臨床的意義があるこ
とを指摘できる。なお本申請においては、
DSM-5における注意欠如・多動症の「不注意
基準」を満たすとき、「不注意症状がある」
ものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：Gazefinderの概要。機器内部からの近赤外線に
よって生ずる角膜反射の位置をカメラがとらえると（点
線矢印）、画面上の注視点（実線矢印）を座標として
自動計測ができる（Ebisawa ら, 2013）。 

 
申請者らは 2009年より静岡大学、(株)JVC
ケンウッドと共同で注視点（視線）検出装置
Gazefinderを開発してきた（土屋ら, 2015、図
1参照）。Gazefinderは頭部の固定が不要であ
り、簡易な較正にて乳幼児から成人まで広い
年齢層の被検者の注視点を簡便に検出でき
る。本申請では、Gazefinder に搭載された注
視点検出技術を利用して、不注意症状のスク
リーニングを簡便かつ客観的に行うための
方法を開発する。 
この方法の基盤となるのは、実験認知心理学
領域で開発されたタ ーゲット探索課題であ
る。ターゲットと同色・異型の偽ターゲット
を混ぜた「conjunction search」課題では、不
注意症状のある児でターゲット探索時間の
延長が生ずる。この原理を Gazefinderに展開
すれば（特許出願中）、不注意症状を抽出・
計測することが可能であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
近年開発された注視点検出技術を援用し
て、注意欠如・多動症における不注意症状を
客観的に計測することを試みる。 
 
 

３．研究の方法 
 
●対象者 平成 27年 10月より、浜松医科大
学子どものこころの発達研究センターポー
タルサイトにおいて被検者募集を行う。対象
は 5～17歳。以下に示す臨床指標の取得がで
きなかった被検者、全 IQが 70未満の被検者、
何らかの事情により視線計測が全体の 60％
以上の時間取得できなかった被検者（たとえ
ば強度の斜視、機器の不具合）は除外した。 
●測定 被検者全例に対し、Gazefinder を用
いて、不注意症状計測を目論んで作成された
動画 Scene 2（すでに開発済み）を実施した。
動画はおよそ 90 秒の長さである。動画取得
前に視線較正を行い、動画視聴がはじまると
自動的に視線計測が開始される（一秒間に 50
回）。動画終了とともに計測も終了する。 
動画は 6種類用意されており、事前に赤い丸
で囲まれたターゲット「ねこちゃん」を探す
よう教示されている。青丸の中に赤丸の「ね
こちゃん」を見つける Feature search（c1, c3, 
c5）と、ADHD児・者で大幅な探索の遅延が
想定される、青丸と赤四角の中に赤丸の「ね
こちゃん」を見つける conjunction searchが用
意されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：視覚刺激の概要。上段 3 つが Feature search、
下段3つがConjunction search。Conjunction search
では、難易度が上がるにつれて不注意特性をもつ
被検者の探索の困難度が飛躍的に高まる
（O’Riordan et al., 2001）。 

被検者は、臨床指標（不注意特性・多動特性
を評価する「ADHD-RS」、認知機能を評価す
る「WISC-III」または「Vineland Adaptive 
Behavior Scale-II」、多動特性ほか小児の行動
特性の異常をスクリーニングする「Strength 
and Difficulty Questionnaire」）を用いた評価
（検査者の面接による）を行う。 
アウトカム指標として、“ADHD-RS-I 得点”
（不注意症状を反映、 0～ 27 点）、
“ADHD-RS-H得点”（多動・衝動性を反映、0
～27点）、“ADHD総合得点”（ADHD診断を
スクリーニング水準で反映、0～54点）、以上
3 つの指標に対して田中ら（2016）が与えた
標準化得点で 90％以上を示す 2 値指標
“ADHD-RS-I+”“ADHD-RS-H+”“ADHD-RS-To
tal+” と標記）、“SDQ多動得点”（多動衝動性
を反映、0～10 点）、SDQ 多動得点が問題行
動を反映すると考えられる 7点以上であるこ
とを示す指標（“SDQ 多動+”と標記）の 8 つ
を用いた。 



４．研究成果 
 
結果 1 解析対象の 159 名は以下のようなプ
ロファイルを示した。 
 
 平均（SD） 

または N（％） 
性別（男性） 75（47％） 
年齢 9.2（3.0） 
ADHD-RS-I 4.5（4.9） 
ADHD-RS-H 2.9（4.5） 
ADHD-RS-total 7.4（9.1） 
ADHD-RS-I+ 17（11％） 
ADHD-RS-H+ 26（16％） 
ADHD-RS-total+ 20（13％） 
SDQ多動 2.7（2.3） 
SDQ多動+ 12（8％） 
 
結果 2 各視線指標と臨床指標（連続変数）
との相関を Pearson correlation によって評価
したところ、以下のような結果であった（p<.1
であった場合のみ、相関係数を記載。p<.05
である場合は*を、p<.01であった場合は**を
付した）。 
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f1     
注視時間 -.14  -.14 -.21** 
反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2    .16* 
探索個数 3     

f3      
注視時間     
反応時間 2    .15 
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2 .18* .17* .18*  
探索個数 3     

f5     
注視時間     
反応時間 2  .14   
反応時間 3     
移動速度    .16* 
探索個数 2     
探索個数 3     

c1     
注視時間 -.19* *.18* -.20* -.24** 
反応時間 2     
反応時間 3 .28* .26 .28*  
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     

c3     
注視時間     
反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     

c5     
注視時間     
反応時間 2 .19* .19* .19*  
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     
 
結果 3 各視線指標と臨床指標（2 値指標）
との関連を t-test によって評価したところ、
以下のような結果であった（p<.1であった場
合のみ、-群と+群の平均値を順に記載。p<.05
である場合は*を、p<.01であった場合は**を
付した）。 
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f1     
注視時間     
反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     

f3      
注視時間  0.88 

0.95* 
  

反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     

f5     
注視時間     
反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度    158 

286* 
探索個数 2     
探索個数 3     

c1     
注視時間 0.90 

0.83 
  0.90 

0.79* 
反応時間 2     
反応時間 3 1.30 

2.09 
1.21 
1.91 

 1.28 
2.63* 

移動速度     



探索個数 2     
探索個数 3     

c3     
注視時間     
反応時間 2     
反応時間 3     
移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     

c5     
注視時間     
反応時間 2     
反応時間 3  2.00 

2.61 
  

移動速度     
探索個数 2     
探索個数 3     
 
【考察】 視線検出装置 Gazefinderを用いて
測定した客観的・定量的視線指標の多くが、
不注意および多動・衝動性と強く相関した。
中でも、c1動画に対する注視時間および探索
個数 3のタスクから得られる指標は、二つの
症状と相関するばかりでなく、0/1 の診断指
標にも強い関連を示した。 
 
【結語】 今回の調査から明らかとなった視
線指標は、今後、ADHDの客観的診断開発に
活かせるものと考えられる。 
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